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図書連携協議会の動き
 1  図書連携協議会の動き 
第1回図書連携協議会は6月19日に開催され、2019年度
の予算申請について、以下の通り提案があり、協議の結
果了承された。
・ 図書関係予算図書費・図書資料費、・データベース資料
費・図書修繕費）をマイナスシーリングの対象から外し
て欲しいという財務担当常任理事、教務担当理事への
申し入れを2017年9月25日に図書館長名で行った。
・ 2018年度（2019年度予算編成）も昨年度と同様の申し入
れを大学に提出すべきである旨、電子媒体検討委員会
およびビッグディール契約における箇所支出額の算出
方法検討委員会から答申・意見が提出された。
・ このことを受け、2018年度は図書館長名だけではなく、
本委員会の委員名を連名にした形で関連箇所の総意と
して同様の申し入れを大学に行うこととする。
また、ビッグディール契約における箇所支出額の算出
方法検討委員会の検討経緯、電子媒体検討委員会の検討
経緯、2017年度図書館活動報告、日本貿易振興機構アジ
ア経済研究所図書館と箇所間協定を締結し、2018年6月1
日より相互利用を開始した事について報告があった。
第2回図書連携協議会は7月24日に開催され、ビッグ
ディール契約における箇所支出額の算出方法検討委員会
の検討経経過、および同委員会を、ビッグディール契約
そのもののあり方について学内関係箇所と連携しつつ検
討を進める委員会に改組すべきである、との答申につい
て説明があった。これについて協議の結果、答申内容に
ついて了承された。また、慶應義塾大学図書館業務共同
化プロジェクトの進捗について報告があった。
第3回図書連携協議会は10月11日に開催され、ビッグ
ディール契約における箇所支出額の算出方法検討委員会
を改組し、あらたにビッグディール契約のあり方に関す
る検討委員会を設置することが諮られ、原案の通り了承
された。また、大学点検・評価委員会委員選出が諮られ、
協議の結果、人間科学学術院選出の委員から選出するこ
ととなった。また、電子媒体検討委員会の検討経緯につ
いて報告があった。
第4回図書連携協議会は12月18日に開催され、ビッグ
ディール契約のあり方に関する検討委員会の検討経緯、
学習支援連携委員会の検討経緯について報告があった。
また、2019年度図書関係予算の1次査定について以下の
通り報告があった。
・ 2019年度は大学全体として予算のマイナスシーリング
を実施しないこととなったため、図書関係予算も各箇
所申請分については2018年度配付額をベースに申請額
通りの1次査定となった。
・ しかし、2017年度・2018年度と2年連続で実施された予
算のマイナス5パーセントシーリングにより、全箇所共
■■ 図書連携協議会委員名簿（2018年度）
所属 氏名
1号（図書館長）
図書館 深澤…良彰
2号（図書館運営委員会の委員長…各1人）
中央図書館運営委員会 深澤…良彰（兼）
高田早苗記念研究図書館
運営委員会
八重倉…孝（〜 2018.9.20）
浅古…泰史（2018.9.21 〜）
戸山図書館運営委員会 都甲…幸治
理工学図書館図書委員会 下嶋…敦（〜 2018.10.3）小山…晃（2018.10.4 〜）
所沢図書館図書委員会 川名…はつ子（〜2018.4.23）石井…香織（2018.4.24 〜）
3号（図書関係委員会の長またはこれに準ずる者…各1人）
政治経済学術院
図書運営委員会
浅古…泰史（〜 2019.9.20）
浅古…泰史（兼）
（2018.9.21 〜）
法律文献情報センター
図書委員会
竹内…寿（〜 2018.9.20）
河野…真理子（2018.9.21 〜）
教育・総合科学学術院
図書委員会
和氣…一成（〜 2018.4.17）
池…俊介（2018.4.18 〜）
商学学術院教務連絡会 李…洪茂（〜 2018.9.20）矢後…和彦（2018.9.21 〜）
社会科学総合学術院図書委員会 戸田…学
国際学術院図書委員会 石川…竜一郎（〜2018.06.13）大平…章（2018.06.14 〜）
坪内博士記念演劇博物館図書委員会 岡室…美奈子
4号（学術院の教務主任または学術院長補佐のうちから、学術院長が指名する者…各1人）
政治経済学術院
久保…慶一（〜 2018.9.20）
浅古…泰史（兼）
（2018.9.21 〜）
法学学術院 土谷…彰男（〜 2018.9.20）鈴木…理恵子（2018.9.21 〜）
文学学術院 池澤…一郎（〜 2018.9.20）和田…琢磨（2018.9.21 〜）
教育・総合科学学術院 小森…宏美（〜 2018.9.20）後藤…雄介（2018.9.21 〜）
商学学術院
李…洪茂（兼）（〜 2018.9.20）
矢後…和彦（兼）
（2018.9.21 〜）
理工学術院 有賀…隆
社会科学総合学術院 厚見…恵一郎（〜2018.9.20）赤尾…健一（2018.9.21 〜）
スポーツ科学学術院（〜 2018.4.23）
人間科学学術院（2018.4.24 〜）
松井…泰二（〜 2018.4.23）
原…知章
（2018.4.24〜2018.9.20）
柏…雅之
（2018.9.21〜2019.2.26）
古山…宣洋（2019.2.27 〜）
国際学術院 小林…ミナ（〜 2018.9.20）大平…章（兼）（2018.9.21 〜）
5号（教務部長または教務部副部長のうちから1人）
教務部 間野…義之（〜 2018.9.20）後藤…正幸（2018.9.21 〜）
6号（文化推進部長または文化推進部副部長のうちから1人）
文化推進部 十重田…裕一（〜2018.9.20）渡邉…義浩（2018.9.21 〜）
7号（専任教職員のうちから、図書館長が指名する者…若干人）
図書館副館長 ローリー…ゲイ
図書館副館長 鎮目…雅人
図書館事務部長 荘司…雅之
図書館総務課長 本間…知佐子
※選出区分は図書連携協議会設置要綱第4条による
※委員長：深澤良彰
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図書関連協議会の動き
通利用の電子資料を購入するための「共通枠」予算が大
幅に削減されており、このままではビッグディール契
約等を維持することが非常に難しくなる。
・ このことから、2019年度「共通枠」については、支出予
想額を基に予算配付することを大学に申し入れており、
12月21日の1次査定の結果によっては、2019年2月の2次
査定まで引き続き本部と交渉を続けていく予定である。
第5回図書連携協議会は2月26日に開催され、図書連携
協議会設置要綱第3条第1項第1号に基づき、「早稲田大学
図書館の利用に関する規程」の改正を協議した。協議の
結果、原案通りの内容で経営執行会議に付議することと
なった。また、改正が決定された後には、各箇所図書館・
図書室についても、2019年度春学期中に内規を改正頂き
たい旨、依頼があった。また、ビッグディール契約の
あり方に関する検討委員会の検討経緯について報告があ
り、電子ジャーナルに関するアンケートを実施する旨、
報告された。さらに、電子媒体検討委員会の検討経緯に
ついて報告があった。
 2  電子媒体検討委員会の動き 
第1回委員会は6月14日に開催され、全学利用の電子媒
体資料の予算構成と本委員会が検討対象とする範囲、さ
らにデータベース資料費の予算と実績の乖離について説
明があった。また、2017年度に図書連携協議会の下に設
置することが承認された「ビッグディール契約における
箇所支出額の算出方法検討委員会（以下、BD委員会）」に
ついて、設置までの経緯と5月に開催された第1回会議の
報告があった。次に、図書関係予算は研究大学として
学術情報基盤を維持するために必須のものであるため、
2019年度予算編成にあたっては、予算削減があった場合
でも図書関係予算はマイナスシーリングから外すべきで
あるとの意見があり、図書連携協議会より大学へ要望を
提出するため、当委員会から図書連携協議会へ答申する
ことが承認された。最後に、電子媒体資料購入アンケー
トを前年度同様に実施することが了承された。またアン
ケート結果から購入すべきと判断した資料について、次
年度の予算申請を行う予定である旨説明があった。
第2回委員会は7月25日に開催され、電子媒体資料の
2019年の契約更新について、利用率等に鑑み、Business 
Source CompleteをBusiness Source Premierに契約変更
する提案があり、協議の結果、この提案を各学術院に周
知し、意見を募ることが了承された。また電子媒体資料
購入アンケートの集約結果の報告があり、図書館職員に
よる作業部会で内容を精査し、次回報告することとなっ
た。最後にBD委員会での検討状況について、検討内容
の重要性を考慮し、ビッグディール契約のあり方そのも
の等を学内関係箇所と連携して検討を進める委員会に改
組すべきであるとの答申が図書連携協議会に示されたと
の報告があった（詳細はP.17参照）。
第3回委員会は10月5日に開催され、第2回委員会で提
案されたBusiness Source CompleteからBusiness Source 
Premierへの契約変更について、各学術院から反対意見
がなかったことが報告され、契約変更が了承された。電
子媒体資料購入アンケート結果の取り扱いに関しては、
新規購入希望枠として2019年度予算申請に計上する旨説
明があり、2019年度予算の一次査定後に購入に向けた順
位づけ等についてあらためて検討することとした。また
利用動向を把握するため、可能な範囲でトライアルを実
施することが了承された。
第4回委員会は2月4日に開催され、電子媒体資料購入
アンケートに関して、トライアル結果の報告があった。
次に2019年度予算について、既存の電子媒体資料を継続
購入する財源に加えて、新規の電子媒体資料を購入する
財源を確保できる見込みとなっており、3月の2次査定で
具体的な金額が示される方向である旨報告があった。図
書館職員による作業部会でアンケートに寄せられた資料
について優先順位付けを行い、予算が配付された際に
は上位のグループの資料から購入を進める旨提案があ
り、承認された。なお、上位2位のPsycARTICLESおよ
びPsycINFOは現在学内3箇所で契約していることから、
2020年度より全学利用（図書館共通枠）で契約できるよ
う、事務局で検討を進める予定との報告があった。最後
にBD委員会より改組された「ビッグディール契約のあり
方に関する検討委員会」の検討経過の報告があり、電子
■■ 電子媒体検討委員会委員名簿（2018年度）
所属 氏名
1項1号（図書館運営委員会（高田早苗記念研究図書館運営委員会
を除く）が委員のうちから選出した者…各1人）
中央図書館運営委員会 鎮目…雅人
戸山図書館運営委員会 松園…伸
理工学図書館図書委員会 前田…寿朗（〜 2018.9.20）常田…聡（2018.9.21 〜）
所沢図書館図書委員会 店田…廣文（〜 2018.4.23）根ケ山…光一（2018.4.24 〜）
1項2号（図書関係委員会が委員のうちから選出した者…各1人）
政治経済学術院図書運営委員会 浅古…泰史（〜2018.10.16）稲継…裕昭（2018.10.17〜）
法律文献情報センター図書委員会 岡山…具隆（〜 2018.5.15）山野目…章夫（2018.5.16 〜）
教育・総合科学学術院図書委員会 高橋…良行（〜 2018.9.20）鴻野…わか菜（2018.9.21 〜）
商学学術院教務連絡会 李…洪茂（〜 2018.9.20）矢後…和彦（2018.9.21 〜）
社会科学総合学術院図書委員会 戸田…学
国際学術院図書委員会 青山…瑠妙（〜 2018.9.20）中嶋…聖雄（2018.9.21 〜）
坪内博士記念演劇博物館図書委員会 児玉…竜一
2項（図書館事務部長は職制上の委員とする）
図書館 荘司…雅之
※選出区分は電子媒体検討委員会設置要綱第4条による
※委員長：高橋…良行（〜 2018.9.20）、鴻野…わか菜（2018.9.21 〜）
　副委員長：李…洪茂（〜 2018.9.20）、矢後…和彦（2018.9.21 〜）
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ジャーナルの利用状況等を調査するための全学的なアン
ケートを今後実施予定であるとの説明があった。
2018年度の当委員会では特に、新規購入希望の把握
のため実施したアンケート調査の結果を大学に示すこと
で、新たな財源を確保できる運びとなったことが大きな
成果と言える。前述のとおり研究大学を志す本学にとっ
て、学術情報基盤の維持・拡充は不可欠である。このこ
とを念頭に2019年度も検討を進める予定である。
 3  学習支援連携委員会の動き 
第1回委員会は11月7日に開催した。図書館から2018年
度春学期の学習支援活動報告を行い、図書館LAの状況
について意見交換が行われた。続いて、中央図書館ラー
ニング・コモンズの工事状況、秋学期以降の活動予定に
ついて報告があった。
第2回委員会は3月12日に開催した。図書館から2018年
度の学習支援活動報告を行い、文献管理ツールの契約、
図書館ボランティアスタッフLIVSの活動について意見
交換が行われた。続いて、2019年度活動計画の報告と、
2019年4月に開催予定のLibrary Weekの紹介があった。
 4  ビッグディール契約における箇所支出額の算出方法検討委員会／  ビッグディール契約のあり方に関する検討委員会
（1）委員会設立までの経緯～ビッグディール契約とは
ビッグディール契約とは、ある出版社が発行する電子
ジャーナルのほぼすべてのタイトル（もしくはパッケー
ジ）を利用できるようになる契約である。ただし、その
条件として、契約開始時に当該出版社から購読していた
学術誌のタイトル（もしくは購読規模）を今後も維持して
いくことおよび、比較的安価に設定された非購読誌のア
クセス料金を追加して支払うことが必要となる、契約開
始時点での購読実績に基づく価格モデルである（図1）。
本学でも2000年代の初頭から、各学術院で個別に購読契
約を行っていたものを図書館が取りまとめ、海外の大手
7出版社とのビッグディール契約を開始した（図2、図3）。
ビッグディール契約を締結するメリットは、上述の
通り契約開始時点でのタイトルもしくは購読規模を維持
し、かつ非購読誌のアクセス料金を追加することで、過
去にその出版社から購読していなかったタイトルも利用
可能となるため、研究者や学生により多彩な分野の学術
情報を、より豊富に提供できることである。海外の出版
社が発行する学術誌の購入形態は電子媒体が主流となっ
ているが、その価格は毎年上昇を続け、かつ、為替の影
響を受けて変動する。このような状況のなかで、新しい
タイトルの購入を個別に決定することは、図書館や各学
術院にとって複雑かつリスクの高い判断とならざるを得
ない。これに対し、ビッグディール契約を締結していれ
ば、新たに購読せずとも当該契約に含まれるタイトルは
一括利用可能となることから、大学における教育・研究
に不可欠な学術情報基盤を安定的に提供するという観点
■■ 学習支援連携委員会委員名簿（2018年度）
所属 氏名
1項1号（各学術院において、教務担当教務主任または学術院長
が推薦する者のうちから選任された者…各1人）
政治経済学術院 生駒…美喜（〜 2018.9.20）岡本…暁子（2018.9.21 〜）
法学学術院 土谷…彰男（〜 2018.9.20）鈴木…理恵子（2018.9.21 〜）
文学学術院 ライアン…スティーブン（〜2018.9.20）楊…達（2018.9.21 〜）
教育・総合科学学術院 守屋…和佳（〜 2018.9.20）小森…洋平（2018.9.21 〜）
商学学術院 山内…暁（〜 2018.9.20）和田…宗久（2018.9.21 〜）
理工学術院 有賀…隆
社会科学総合学術院 奥迫　元（〜 2018.9.20）ゲイル…カーティス…アンダーソン（2018.9.21 〜）
人間科学学術院 原…知章（〜 2018.9.20）古山…宣洋（2018.9.21 〜）
スポーツ科学学術院 岡…浩一朗
国際学術院 ドゥテ…シルヴァン…マッチュウ…ジュリアン（〜 2018.9.20）舒…旻（2018.9.21 〜）
1項3号（教務部長または教務部副部長のうちから1人）
教務部 間野…義之（〜 2018.9.20）後藤…正幸（2018.9.21 〜）
1項4号（グローバルエデュケーションセンター所長または教務主任のうちから1人）
グローバルエデュケー
ションセンター
首藤…佐智子（〜 2018.9.20）
楠元…範明（2018.9.21 〜）
2項（図書館長、図書館副館長、図書館事務部長および図書館利
用者支援課長は職制上の委員とする）
図書館長 深澤…良彰
図書館副館長 ローリー…ゲイ
図書館副館長 鎮目…雅人
図書館事務部長 荘司…雅之
図書館利用者支援課長 湯川…亜矢
※選出区分は学習支援連携委員会設置要綱第3条による
※委員長：ローリー…ゲイ
例） 全 1,000タイトルのジャー ナルを提供するA 社から、
 200タイトルを購読していた場合
非購読誌
800タイトル分
の購読料金
購読タイトルの
購読料金
契約金額
非購読誌
800タイトルは
購読料金を
支払っていない
ので利用できない
購読誌
200タイトル
利用可能なタイトル
通常の購読モデル
購読タイトル
（購読維持誌）の
購読料金
非購読誌
アクセス料金
契約金額
非購読誌
800タイトル
＋
購読誌
200タイトル
利用可能なタイトル
ビッグディー ル契約モデル
契約開始時点に
購読していた学
術誌（もしくは購
読規模）を維持す
ることが条件
図1　ビッグディール契約の構造
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図書関連協議会の動き
からは魅力的な面がある。
しかし、ビッグディール契約にも大きな問題が存在し
ている。それは、①契約開始時点でのタイトル（もしく
は購読規模）を維持しなければならず、かつ、個別タイ
トルの購入と同様に、②大手出版社の価格支配力が強い
中で契約価格が毎年上昇を続け、③為替変動の影響を受
けるという点である。とくに、いったんビッグディール
契約を締結してしまうと契約の見直しを行うことが非常
に難しく、契約金額を分担して支出する図書館ならびに
各学術院の負担は年々上昇を続けてきた。図書館では、
全国的な大学図書館コンソーシアムであるJUSTICEに
加盟し、出版社との交渉にあたるなどの努力を続けてき
たが、それでも支払額の増加が続いたので、箇所予算の
ひっ迫を避けるため、2018年度・2019年度には、キャン
パス図書館および各学術院の支出金額を固定化すること
とし（2017年度第1回図書連携協議会）、契約金額が不足
する部分については中央図書館が負担することとした。
この議論の過程で「そもそも過去の購読実績をベースに
各学術院の支出金額を算出すること自体を見直すべきで
ある」という問題が提起された。これを受け、図書館が
各学術院等から集約しているビッグディール契約の契約
金について、学術情報を安定的・継続的に提供するため、
より適正かつ公平に算出する方法を検討することを目的
として、図書連携協議会の諮問機関である「ビッグディー
ル契約における箇所支出額の算出方法検討委員会」（以
下、算出方法検討委員会）が設置され、全学の図書委員
会等から選出された委員の参加を得て、2018 年5月23日、
6月21日、7月17日の3回にわたり委員会を開催した。
（2）算出方法検討委員会の答申
算出方法検討委員会では、ビッグディール契約および
学術成果のオープンアクセスに関する国内外の事例や動
ビッグディー ル（BD）契約の契約金額支出構造（イメー ジ）
契約金額は毎年上昇
BD契約当初～ 2011 年度
各図書館・学術院の
負担額
BD契約金額
Ｃ学術院
Ｂ学術院
Ａ学術院
所沢図書館
理工学図書館
戸山図書館
非購読誌アクセス料金中央図書館
・中央図書館の購読料金
・非購読誌アクセス料金
契約開始時に各図書
館、学術院が購読して
いたタイトル（購読維持
誌）の購読料金
・購読維持誌の価格上昇により、各図書館、学術院の負担
額は毎年上昇
・非購読誌アクセス料金は中央図書館が負担
2012 年度～ 2017 年度
各図書館・学術院の
負担額
BD契約金額
Ｃ学術院
Ｂ学術院
Ａ学術院
所沢図書館
理工学図書館
戸山図書館
非購読誌アクセス料金
中央図書館
契約開始時に各図書
館、学術院が購読して
いたタイトル（購読維持
誌）の購読料金
・中央図書館の購読料金
・非購読誌アクセス料金
・各図書館、学術院の購
読維持誌のうち、オンライ
ンオンリー の価格上昇分
・購読維持誌の購読料を固定とし、購読維持誌のうち、オン
ラインオンリー の価格上昇分は中央図書館が負担
・各図書館、学術院の購読誌の出版社移管により、負担額
が多少増減
2018・2019 年度
各図書館・学術院の
負担額
BD契約金額
Ｃ学術院
Ｂ学術院
Ａ学術院
所沢図書館
理工学図書館
戸山図書館
非購読誌アクセス料金
中央図書館
契約開始時に各図書
館、学術院が購読して
いたタイトル（購読維持
誌）の購読料金
・中央図書館の購読料金
・非購読誌アクセス料金
・各図書館、学術院の値
上がり分
・過去の負担額の実績をもとに、各図書館、学術院の負担
額を固定し、不足額はすべて中央図書館が負担
図2　本学のビッグディール契約の契約金支出構造のイメージ
論文利用件数に占める購読誌／非購読誌の割合
（2017 年ビッグディー ル契約分）
購読誌
44%非購読誌
56%
※Open Access（OA）
　論文は除外
図3　本学のビッグディール契約の利用状況
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向を取り上げ、精力的に検討が行われた。この間、2017
年度に続き、2018年度の大学交付予算が前年度比マイナ
ス5％シーリングにより削減されたため、ビッグディー
ル契約を含む図書館および各学術院の図書関係予算がさ
らにひっ迫する事態となり、ビッグディール契約の不足
分を中央図書館が負担する方式自体が早晩行き詰まるこ
とも明らかとなってきた。委員会での検討の結果、各学
術院等の支出額の算出方法のみを検討対象とする現在の
枠組みでは有効な解決方法を見出すことができないこと
から、「研究・教育への影響の大きさに鑑み、当初定めた
本委員会の設置目的を超えて、研究者および大学院学生・
学部学生に安定的に学術情報基盤を提供するための方策
を講じるという観点から、ビッグディール契約のあり方
そのもの等について、学内関係箇所と連携しつつ検討を
進める委員会に改組すべきである」との意見で一致し、
親委員会である図書連携協議会に答申として提出した。
この答申を受け、2018年10月11日の図書連携協議会に
おいて、算出方法検討委員会を発展的に改組し、「ビッ
グディール契約のあり方に関する検討委員会（以下、あ
り方検討委員会）を設置することが決定した。
（3）あり方検討委員会の取り組みと今後の展開
あり方検討委員会は、各図書委員会等から選出された
委員のほか、教務部・研究推進部からオブザーバーの参
加を得て、2018年12月14日に第1回、2019年1月25日に第
2回委員会を開催した。第2回委員会では、その設置目的
に基づき、研究大学である本学において①ビッグディー
ル契約等の学術情報基盤をどのように維持し、安定的に
供給していくべきか、また、②ビッグディール契約を中
止した場合に研究・教育活動、学修環境にどのような影
響があるのか、③ビッグディール契約を中止した場合に、
研究者が個々人でどのような対応を採ることができるの
か、等の情報を収集することが必要との意見で一致した。
そこで、常勤教員および大学院学生・学部学生を対象と
する「早稲田大学における電子ジャーナルの利用実態に
関するアンケート調査」（以下、アンケート調査）を実施
することを決定し、2019年3月4日～ 3月22日に実施した。
アンケート調査には999件の回答があり、本稿執筆
（2019年4月上旬）時点では、その結果を集計中である。
この結果を踏まえ、2019年4月26日に第3回委員会を、ま
た、5月中を目処に第4回委員会を開催することとしてい
る。今後、アンケート結果を活用しつつ、学内関係箇所
と連携しながら、全学的な学術情報基盤の維持・強化の
観点に立って鋭意検討を進め、親委員会である図書連携
協議会への答申を行う予定である。
■■ ビッグディール契約における箇所支出額の算出方法■
■ 検討委員会委員名簿（2018年度）
所属 氏名
１項1号（協議会設置要綱第２条第３号に定める図書館運営委員
会（高田早苗記念研究図書館運営委員会を除く）が委員のうちか
ら選出した者１人）
中央図書館運営委員会 鎮目…雅人
戸山図書館運営委員会 松園…伸
理工学図書館図書委員会 安田…賢二
所沢図書館図書委員会 根ケ山…光一
1項2号（協議会設置要綱第2条第4号に定める図書関係委員会
（坪内博士記念演劇博物館図書委員会を除く）が委員のうちから
選出した者各1人）
政治経済学術院図書運営委員会 浅古…泰史
法律文献情報センター図書委員会 竹内…寿
教育・総合科学学術院図書委員会 田中…純一
商学学術院教務連絡会 八重倉…孝
社会科学総合学術院図書委員会 戸田…学
国際学術院図書委員会 青山…瑠妙
2項（図書館副館長、図書館事務部長、図書館調査役（電子資料
担当）および図書館総務課長は職制上の委員とする）
図書館副館長 ローリー…ゲイ
図書館副館長 （鎮目…雅人）
図書館事務部長 荘司…雅之
図書館調査役（電子資料担当） 笹渕…洋子
図書館総務課長 本間…知佐子
※…選出区分はビッグディール契約における箇所支出額の算出方法検討委員会設
置要綱第4条による
※委員長：鎮目…雅人
■■ ビッグディール契約のあり方に関する検討委員会■
■ 委員名簿（2018年度）
所属 氏名
1項1号（協議会設置要綱第2条第3号に定める図書館運営委員会
（高田早苗記念研究図書館運営委員会を除く）が委員のうちから
選出した者各1人）
中央図書館運営委員会 鎮目…雅人
戸山図書館運営委員会 松園…伸
理工学図書館図書委員会 安田…賢二
所沢図書館図書委員会 根ケ山…光一
1項2号（協議会設置要綱第2条第4号に定める図書関係委員会
（坪内博士記念演劇博物館図書委員会を除く）が委員のうちから
選出した者各1人）
政治経済学術院図書運営委員会 浅古…泰史
法律文献情報センター図書委員会 郭…舜
教育・総合科学学術院図書委員会 太田…亨
商学学術院教務連絡会 八重倉…孝
社会科学総合学術院図書委員会 戸田…学
国際学術院図書委員会 中嶋…聖雄
2項（図書館副館長、図書館事務部長、図書館調査役（電子資料
担当）および図書館総務課長は職制上の委員とする）
図書館副館長 ローリー…ゲイ
図書館副館長 （鎮目…雅人）
図書館事務部長 荘司…雅之
図書館調査役（電子資料担当） 笹渕…洋子
図書館総務課長 本間…知佐子
※…選出区分はビッグディール契約のあり方に関する検討委員会設置要綱第4条
による
※委員長：鎮目…雅人
